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8 広報とりで 2023年 10月 1日号� ※ 9月 25日時点の情報を基に編集しています。

広報とりで
発行/取手市　編集/魅力とりで発信課　〒302-8585取手市寺田5139
TEL 0297-74-2141 内線1193　FAX 0297-73-5995

ホームページ：https://www.city.toride.ibaraki.jp/
e-mail：miryoku@city.toride.ibaraki.jp

広報とりでは、見やすく読み間
違えにくいユニバーサルデザイ
ンフォントを採用しています。
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堀の渡しミニツアー開催中
問 水とみどりの課☎内線1534

　渡しの由来の説明や古
ふ る と ね ぬ ま
利根沼の河

か し
岸跡周辺を案内する小堀の渡しミニツアーを

開催しています。所要時間は約２時間程度です。
◎ミニツアーは事前申し込み制です。

日時 毎週月・火・木・金曜日
▶午前の部…9:10までに集合
▶午後の部…13:10までに集合
※年末年始・運休日を除く

場所 取手緑地運動公園駐車場前船着場
定員 3～ 6人のグループ単位
料金 1人400円（乗船料）
申込 電話か窓口※乗船希望日の一週間前までに申し込みください。

小堀の渡し

宝くじふるさとワクワク劇場in取手
問（公財）市文化事業団☎73-3251

　人気芸人と落語家による「お笑いオンステージ」と、吉本新喜劇メンバーと一般
参加者が共演する「ほのぼのコメディ劇場」の豪華2本立ての爆笑ステージです。

日時 12月2日（土）14:00～ 16:35（13:00開場）
場所 市民会館
内容 第1部（お笑いオンステージ）：桂米

よねすけ
助、オール阪神・巨人、テンダラー、

しずる、ほいけんた

LINE電子チケット
登録フォーム

第2部（ほのぼのコメディ劇場）：ステージで吉本新喜劇メンバーと一般参
加者が共演
※事前オーディションあり。右記の
二次元コードから申し込みください。

オーディション
申し込みフォーム

定員 先着866人
料金 全席指定…前売券2,000円、当日券2,500円

※宝くじの助成による特別料金となっています。
販売状況によって、当日券を用意できない場合があります。

申込 ▶申込方法：電話、直接、取手市民会館LINE電子チケット
※発売初日は電話予約のみとなり、座席指定はできません。
▶チケット販売開始：10月10日（火）10:00～

桂米助 オール阪神・巨人

寺原小学校5年生の井村瑠
る な
菜さん（写真右）

と4年生の長島心
こ こ み
美さん（写真左）が、第13

回全日本小学生ボウリング競技大会で、5
年生女子の部優勝（井村さん）と4年生女子
の部第3位（長島さん）という輝かしい成績
を残しました。井村さんは「去年の大会で
は、2位で優勝できずに悔しかったです。
その悔しさをバネにして、ボールを投げる
時に、手からリリースするタイミングを意
識する練習を続けて、スコアが安定するよ
うになりました。今年は優勝できてうれしいです。将来、プロボウラーになれる
ように頑張ります」と抱負を語りました。長島さんは「ボールがピンに当たって倒
れるのが楽しくて、去年からボウリングの練習をするようになりました。今回の
大会では、3位になれてうれしいですが、優勝できなかった悔しさもあります。
来年は優勝したいです」と自分の思いを力強く語りました。

寺原小学校児童
ボウリング全国大会で優勝と第3位！

宮和田小学校3年生の中村清
せいのすけ
之介君が、全

国小学生「倉敷王将戦」（低学年の部）で見
事優勝しました。幼稚園生の時に父や兄か
ら教わったことで将棋に興味を持つように
なった中村君。これまでに「将棋日本シリー
ズ子ども大会」など、数多くの大会で優勝
をつかみ取ってきました。今回の大会では、
相手の手先を考えつつ、「居

い び し ゃ
飛車の角

か く が
換わ

り」という戦法を駆使しながら対局に挑み、
勝利することができたと振り返りました。
中村君は「詰め将棋の本を読んだり、練習対局をたくさんしたおかげで、優勝す
ることができました。これからも「小学生将棋名人戦」などで優勝して、藤井聡太
さんのようなプロ棋士を目指したいです」と目を輝かせながら、今後の抱負を語
りました。

宮和田小学校3年生の中村君
将棋の全国大会で優勝！

　市は、アートのあるまちづくりを進めています。平成
11年には市民・取手市・東京芸術大学の三者が共同で、
取手アートプロジェクト（TAP）を立ち上げました。「ア
ートのまち取手」で続いているTAPの活動を紹介します。

TAPの最新
情報・詳細問 文化芸術課☎内線1292

アートによる文化創造の場づくりに挑戦

取手アートプロジェクト
アートによる文化創造の場づくりに挑戦

取手アートプロジェクト

　アートは、生活に必要ないと思う方もいるか
もしれません。しかし、表現したい、創造した
いというアート的な欲求は、人々の心の奥にあ
るのではないでしょうか。その欲求を受け止め
る場が取手のまちに広がるように、TAPは「ア
ートのある団地」・「半農半芸」プログラムの事
業などを行っています。これまでの連載で、もやもやを感じたこともある
かもしれませんが、アートは、いろいろ考えたり、立ち止まったり、引き
返してみたりする中で、新たな気付きがあるものです。
　日常の小さな気付きにも、アートの種が潜んでいます。もやもやを受け
入れて、取手のまちに広がるアートを楽しんでみてください。

　令和5年4月1日から毎月1日号に、TAPのさ
まざまな事業を紹介してきました。そこで、今
回はTAPの意図や背景などを紹介します。
　TAPは、次のビジョンを軸として活動してい
ます。
①アーティストの表現活動をサポートしながら、それを受け取る人々や支
える人々との連携を促す
②プロジェクトを通して、取手市に暮らす多様な立場の人々
がこのまちのおもしろさに気付く仕掛けづくりを行う
③アートを介して、現代社会での新たな関係性を創造し、グ
ローバルに通用する価値モデルをつくりだす

▶取手アートプロジェクト（TAP）の活動 ▶日常の気付きにアートの種が潜んでいる

第7回

TAPの
組織概要

活動拠点の一つ
「いこいーの＋T

タ ッ ピ ー ノ
appino」

TAPのロゴマーク


